
 

 

「晴 れ 晴 れ と」 
 

10月１４日(土)、秋晴れの中、大運動会を実施しました。応援での声出しや地域・保護者の

方の参観人数をはじめ、さまざまな制限をせずに大運動会ができたのは、本当に久しぶりだった

と思います。印象では、昨年の倍近い人数の地域・保護者の皆様にご覧いただけた気がします。 

また、久しぶりに、来賓として学校運営協議会委員の皆様、転出職員の皆様にも子どもたちの

様子を見ていただくことができました。いろいろな制約なく、「晴れ晴れと」予定した全ての競

技を無事行うことができました。 

大会運営にご協力いただいたPTA役員、上越教育大学の皆様、お子さんを見守り励ましてく

ださった保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

  

  

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

ところで、なぜ、題名にまで「晴れ晴れと」にこだわったかと言いますと、昨年、一昨年の学

校だよりを今回読み返して、無意識に自分が繰り返していた言葉に気づいたからです。 

ただ、「晴れ晴れ」とするために、全てを以前の形・内容に戻すことが重要だとは思っていま

せん。大運動会に限らず、新型ウイルス禍がある程度落ち着いてくる中で、ここ数年で工夫し、

見つめなおした「新たなやりよう」や「行事や活動の本質」を大切にしながら、これからも教育

活動を進めていきたいと思います。ご理解とご協力をお願いいたします。（校長 村治 隆夫） 

新井中央小だより  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://azalea.ac.city.myoko.niigata.jp/araich-s/otayori/index.html 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  chuou@ac.city.myoko.niigata.jp 
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全校ダンス↑         低学年 玉入れ→ 

中学年 綱引き↓       高学年 全員リレー↓ 

「来年こそは、子どもたちが思い切り活動し、思い切り大声を出し、晴れ晴れと輝く姿を見ていただ

きたい、と心から願っています。」 （R3 新井中央小だより１０月号 No.265より） 

「晴れ晴れと保護者・地域の皆様と一緒に楽しめる大運動会」に思いをはせつつ、本年度の充実した

大運動会を楽しむことができました。 （R4 新井中央小だより１０月号 No.276より） 

 


